
に
る
。
ア
ジ
ア
に
は
、
、
皇
帝
の
州
、
タ
ミ
ー
ル
ナ
ド
ゥ
州
や

一
権
威
と
権
力
に
裏
付
け
ら
れ
。
カ
ル
ナ
タ
カ
州
な
ど
の
南
部

一
だ
三
大
伝
統
医
学
が
あ
る
。
　
イ
ン
ド
で
よ
く
保
存
さ
れ
て

『
中
国
の
中
医
学
に
加
え
て
、
い
る
。
若
さ
を
保
ち
た
い
政

。
イ
ン
ド
の
ア
ユ
ル
ヴ
・
‘
ダ
ー
漁
家
や
映
画
俳
優
な
ど
が
常

』
・
医
学
と
イ
ス
ラ
ム
の
立
ナ
ニ
　
遅
で
あ
る
。
　
一
方
ヽ
現
愕
医

』
１
医
学
で
あ
る
。
特
徴
は
ハ
　
学
以
外
の
と
療
法
を
求
め
、

一
　
。
…
…
…
…
、
菅
ｚ
．
四
則
副
つ
世
剔
回
Ｌ

Ｔ
　
「
皇
帝
の
医
学
」
と
は
回
学
を
再
評
価
し
、
積
極
的
に

1
1
‐
審
医
学
で
あ
る
。
不
老
不
死
逼
り
入
れ
る
価
値
が
あ
る
。

涵
凛
を
切
望
し
た
秦
の
姶
皇
　
　
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
ユ
ル

雍
諾
贈
段
言
昌
に
贈
づ
に
い

二

っ
た
。
結
論
は
↓
各
医
学
の

理
論
の
比
較
検
証
は
困
難
。

患
者
に
対
す
る
臨
床
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
評
価
を
す
べ

き
」
た
っ
た
。
何
故
な
ら
、

ア
ユ
ル
ペ
ー
ダ
ー
医
学
は
イ

ン
ド
哲
学
を
、
中
医
学
は
易

理
論
を
、
ユ
ナ
ニ
ー
医
学
は

ギ
リ
シ
ア
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

医
学
を
背
景
に
し
て
い
た
か

･哲　１．･ら

学医で

の学あ

基のる

本理　ｏ

で解ア

あにユ

るはル

占イベ

屋ン】

邨i＼ド‥ダ

と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
化
の

理
解
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
表

面
的
に
は
、
ト
リ
ド
ー
シ
ャ

理
論
に
も
と
づ
い
た
治
療
法

で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、

三
つ
の
ド
ー
シ
ャ
（
体
質
）

を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
病
気
そ
の
も
の
で
は
な

イ
ン
ド
は
薬
草
の
宝
庫
で
痢
爺
額
揃
0
1
奨
孵
卵
孵
匝

の
予
定
で
、
イ
ン
ド
の
カ
ル
叉
こ
の
岡
山
の
地
を
世
界

ナ
タ
カ
州
に
あ
る
マ
ニ
パ
ー
の
「
皇
帝
の
医
学
」
の
集
積

ル
大
学
ア
ユ
ル
ベ
ー
ダ
ー
医
地
に
す
る
こ
と
ほ
ど
、
自
分

学
教
室
の
カ
マ
ト
教
授
が
、
自
身
に
と
っ
て
も
岡
山
、
さ

セ
ラ
ピ
ス
ト
２
人
と
共
に
岡
ら
に
は
日
本
に
と
っ
て
も
、

山
大
学
に
て
ア
ユ
ル
ペ
ー
ダ
有
童
顔
な
こ
と
は
な
い
と
碑

１
医
学
の
臨
床
的
ア
プ
ロ
Ｌ
信
し
て
い
る
。
　
　
士

チ
と
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）

ｊ
Ｉ
Ｉ
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